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特
集
②	
第
五
九
回
研
究
例
会
	
前
近
代
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
術
数
文
化
の
伝
播
・
展
開	
	
	
―
ベ
ト
ナ
ム
と
日
本
・
中
国
を
中
心
と
し
て
―
二
〇
一
七
年
十
月
十
日
（
土
）　
於　
立
教
大
学
池
袋
キ
ャ
ン
パ
ス　
八
号
館　
八
三
〇
三
教
室
［
主
催
］	
立
教
大
学
日
本
学
研
究
所
［
共
催
］		
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
基
盤
研
究
（
Ｂ
）「
前
近
代
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
術
数
文
化
の
形
成
と
伝
播
・
展
開
に
関
す
る	
	
学
際
的
研
究
」（
課
題
番
号
一
六
Ｈ
〇
三
四
六
六
、
研
究
代
表
者
：
水
口
幹
記
）
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【
開
催
概
要
】
第
五
九
回
研
究
例
会
「
前
近
代
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
術
数
文
化
の
伝
播
・
展
開
―
ベ
ト
ナ
ム
と
日
本
・
中
国
を
中
心
と
し
て
―
」
二
〇
一
七
年
十
月
十
四
日
（
土
）　
午
後
一
時
三
〇
分
～
五
時
三
〇
分
於
立
教
大
学
池
袋
キ
ャ
ン
パ
ス　
八
号
館　
八
三
〇
三
教
室
P
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（
フ
ァ
ム
・
レ
・
フ
イ
。
ベ
ト
ナ
ム
国
家
大
学
ハ
ノ
イ
校
講
師
）
佐
野　
愛
子
（
明
治
大
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
）
佐
々
木　
聡
（	
大
阪
府
立
大
学
・
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
Ｐ
Ｄ
・
本
研
究
課
題
分
担
者
）
水
口　
幹
記
（
藤
女
子
大
学
准
教
授
・
日
本
学
研
究
所
所
員
）	
＊
趣
旨
説
明
・
司
会
鈴
木　
　
彰
（
立
教
大
学
文
学
部
教
授
・
日
本
学
研
究
所
所
員
）
	
＊
総
合
司
会
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
【
開
催
趣
旨
】
「
術
数
」
と
は
古
代
中
国
で
成
立
し
た
陰
陽
・
五
行
の
数
理
に
基
づ
く
吉
凶
判
断
で
あ
り
、
前
近
代
を
通
じ
て
東
ア
ジ
ア
の
国
々
に
広
く
伝
播
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
社
会
に
深
く
浸
透
し
て
ゆ
く
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
民
族
文
化
の
形
成
に
も
強
い
影
響
を
与
え
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
主
に
議
論
さ
れ
る
の
は
中
国
で
の
形
成
・
展
開
の
問
題
で
あ
り
、「
術
数
文
化
」
の
諸
国
・
諸
地
域
へ
の
伝
播
・
展
開
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
る
こ
と
は
さ
ほ
ど
多
く
は
な
い
。
そ
の
た
め
、
昨
年
の
本
研
究
所
第
五
十
七
回
例
会
に
お
い
て
、
朝
鮮
半
島
と
日
本
・
中
国
を
射
程
に
入
れ
、
こ
の
よ
う
な
「
術
数
文
化
」
を
文
化
交
流
史
・
比
較
文
化
史
の
観
点
か
ら
議
論
を
し
、
引
き
続
き
対
象
を
広
く
も
ち
検
討
す
べ
き
こ
と
を
確
認
し
た
。
そ
こ
で
、
今
回
は
ベ
ト
ナ
ム
及
び
日
本
を
中
心
検
討
対
象
と
し
て
、
中
国
文
化
の
周
辺
地
域
へ
の
伝
播
・
展
開
の
諸
相
を
明
ら
か
に
す
る
議
論
の
手
が
か
り
と
し
た
い
。
さ
ら
に
は
広
く
「
術
数
文
化
と
は
何
か
」
を
考
え
る
契
機
と
し
て
い
き
た
い
。
	
（
文
責
・
水
口　
幹
記
）
【
発
表
要
旨
】
ベ
ト
ナ
ム
李
朝
期
の
祥
瑞
に
つ
い
て
P
ha
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李
朝
の
皇
帝
た
ち
は
、
他
の
ベ
ト
ナ
ム
の
王
朝
に
比
べ
て
祥
瑞
に
対
し
て
格
別
の
関
心
を
示
し
た
。
そ
れ
は
『
大
越
史
略
』
や
『
大
越
史
記
全
書
』
と
い
っ
た
編
年
史
に
み
ら
れ
る
祥
瑞
関
係
記
事
の
密
度
か
ら
窺
え
る
。
従
来
、
当
現
象
を
客
観
的
な
事
実
と
し
て
触
れ
る
論
文
は
多
々
あ
っ
た
の
だ
が
、
そ
の
原
因
分
析
及
び
個
々
の
祥
瑞
の
意
味
合
い
を
詳
細
に
検
討
す
る
研
究
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
本
報
告
で
は
、
越
裳
氏
の
伝
統
、
南
郊
儀
式
に
お
け
る
馴
象
な
ど
の
事
例
を
通
じ
て
、
宋
越
の
外
交
関
係
に
お
け
る
祥
瑞
の
役
割
を
ま
ず
分
析
し
、
ま
た
安
南
が
そ
れ
を
貿
易
や
文
物
の
輸
入
に
積
極
的
に
利
用
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
加
え
て
、
大
中
祥
符
五
年
（
一
〇
一
二
）、
安
南
の
使
者
が
宋
真
宗
に
よ
る
龍
図
閣
公
開
の
儀
式
に
参
列
し
、
そ
れ
を
国
内
に
伝
え
、
祥
瑞
へ
関
心
を
刺
激
し
た
時
代
背
景
も
明
ら
か
に
し
た
。
そ
の
上
で
、「
黄
龍
」「
麒
麟
」「
鳳
凰
」「
六
眸
亀
」
な
ど
李
朝
に
出
現
し
た
個
々
の
祥
瑞
を
分
析
し
た
。「
黄
龍
」
は
、
正
統
性
を
疑
問
視
さ
れ
た
皇
帝
の
み
な
ら
ず
、
皇
帝
に
な
る
野
心
を
も
つ
王
子
、
ま
た
彼
ら
を
裏
付
け
る
勢
力
に
も
積
極
的
に
利
用
さ
れ
た
祥
瑞
で
あ
っ
た
。
李
朝
は
度
々
「
麒
麟
」
を
北
宋
に
朝
貢
し
、
貿
易
の
利
益
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を
図
っ
て
い
た
が
、
そ
の
「
麒
麟
」
に
疑
問
を
投
げ
か
け
、
困
惑
し
た
北
宋
の
姿
を
分
析
し
た
。
な
お
、「
麒
麟
」
や
「
六
眸
亀
」
は
、
全
く
想
像
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
ベ
ト
ナ
ム
の
自
然
に
実
在
し
た
一
角
犀
や
六
目
亀
で
あ
る
こ
と
も
明
ら
か
に
し
た
。
李
朝
期
の
祥
瑞
そ
の
も
の
だ
け
で
は
な
く
、
祥
瑞
の
意
味
合
い
を
占
い
す
る
手
段
（
周
易
）
や
集
団
（
僧
、
儒
学
者
）
も
明
ら
か
に
し
た
。
『
粤えつ
甸でん
幽
霊
集
録
』
に
お
け
る
災
異
―
逆
水
・
逆
流
を
中
心
に
佐
野　
愛
子
開
祐
元
年
（
一
三
二
九
）、
李
済
川
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
『
粤えつ
甸でん
幽
霊
集
録
』
に
は
、
大
越
（
現
在
の
北
部
ベ
ト
ナ
ム
地
域
）
で
活
躍
し
た
三
十
位
の
神
の
事
績
が
、
「
歴
代
人
君
」、「
歴
代
人
臣
」、「
浩
気
英
霊
」
の
三
つ
に
分
類
さ
れ
て
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
に
「
佑
聖
顕
応
王
」
と
い
う
神
が
お
り
、
こ
れ
は
現
在
の
ベ
ト
ナ
ム
で
も
有
名
な
山
精
と
水
精
を
扱
っ
た
物
語
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
、
雄
王
の
娘
で
あ
る
媚
娘
に
山
精
と
水
精
が
求
婚
し
、
雄
王
は
礼
物
を
早
く
持
っ
て
き
た
山
精
に
媚
娘
を
与
え
た
。
こ
れ
を
恨
ん
だ
水
精
は
水
族
を
率
い
て
山
精
を
攻
め
た
が
、
勝
て
な
か
っ
た
。
そ
れ
か
ら
毎
年
、
水
精
は
洪
水
を
起
こ
し
た
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
本
話
は
大
越
に
毎
年
、
洪
水
の
起
こ
る
理
由
を
記
し
た
も
の
で
、
こ
の
話
か
ら
は
、
大
越
の
人
々
に
と
っ
て
、
洪
水
が
い
か
に
大
き
な
災
害
で
あ
っ
た
か
が
う
か
が
え
よ
う
。
そ
の
よ
う
な
視
点
で
『
粤
甸
幽
霊
集
録
』
を
み
る
と
、
大
越
の
神
々
の
多
く
が
、
川
や
河
口
、
川
と
川
の
合
流
地
な
ど
、
川
沿
い
に
集
中
し
て
祭
祀
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
各
話
の
内
容
は
、
祭
祀
場
所
に
は
関
係
な
く
と
も
、
川
に
ま
つ
わ
る
話
が
多
く
、
川
に
関
す
る
記
述
の
多
さ
は
、『
粤
甸
幽
霊
集
録
』
の
特
徴
の
一
つ
と
言
え
る
。
そ
こ
で
本
発
表
で
は
、『
粤
甸
幽
霊
集
録
』
の
数
あ
る
川
の
記
述
の
う
ち
、「
逆
水
」
と
い
う
表
現
に
注
目
し
た
い
。
具
体
的
に
は
、
死
体
が
川
を
逆
流
す
る
説
話
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
本
来
、
流
れ
に
沿
っ
て
下
っ
て
ゆ
く
死
体
が
、
川
を
逆
流
す
る
こ
と
の
意
味
を
ひ
も
と
い
て
み
た
い
。
越
南
漢
籍
に
見
え
る
天
文
五
行
占
書
の
受
容
佐
々
木　
聡
天
文
五
行
占
書
と
は
、
祥
瑞
災
異
思
想
を
背
景
と
し
、
天
変
地
異
や
怪
異
現
象
か
ら
、
国
家
や
個
人
の
吉
凶
を
占
う
書
物
で
あ
る
。
天
文
五
行
占
書
の
多
く
（
特
に
勅
撰
系
占
書
）
は
、「
天
文
私
習
の
禁
」
に
よ
り
天
文
官
以
外
に
は
容
易
に
閲
覧
で
き
な
か
っ
た
は
ず
だ
が
、
一
部
は
民
間
に
流
布
し
、
海
外
に
伝
播
し
た
事
例
も
あ
る
。
そ
こ
で
本
報
告
で
は
、
ま
ず
日
本
や
韓
国
へ
の
伝
来
状
況
を
提
示
し
、
そ
の
上
で
報
告
者
が
近
年
、
調
査
を
進
め
て
き
た
ベ
ト
ナ
ム
（
越
南
）
に
お
け
る
天
文
五
行
占
の
受
容
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
ベ
ト
ナ
ム
に
は
、
明
末
以
降
、『
天
元
玉
暦
祥
異
賦
』
や
『
管
窺
輯
要
』
な
ど
の
天
文
五
行
占
書
が
伝
来
し
て
お
り
、
こ
れ
は
日
本
や
韓
国
の
状
況
と
も
共
通
す
る
。『
天
元
玉
暦
祥
異
賦
』
は
勅
撰
系
の
天
文
五
行
占
書
だ
が
、
明
末
以
降
、
広
く
民
間
に
も
流
布
し
た
。
ま
た
『
管
窺
輯
要
』
は
清
初
の
官
撰
占
書
だ
が
、
天
文
五
行
占
書
と
し
て
は
珍
し
く
刊
本
で
流
布
し
た
。
こ
う
し
た
状
況
か
ら
、
両
書
は
国
外
に
伝
播
し
や
す
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
、
ベ
ト
ナ
ム
の
場
合
、
日
本
や
韓
国
と
は
違
っ
て
、
完
本
の
天
文
五
行
占
書
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
伝
存
す
る
の
は
現
地
で
節
略
・
再
編
さ
れ
た
一
冊
本
ば
か
り
で
あ
る
。
今
日
な
お
舶
来
漢
籍
の
多
く
が
公
開
さ
れ
て
い
な
い
と
は
い
え
、
現
地
で
精
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写
・
翻
刻
さ
れ
た
天
文
五
行
占
書
が
ほ
と
ん
ど
確
認
で
き
な
い
の
は
特
徴
的
で
あ
る
。
こ
う
し
た
中
で
、
唯
一
完
本
と
し
て
確
認
で
き
る
の
が
、
フ
ラ
ン
ス
極
東
学
院
に
マ
イ
ク
ロ
・
フ
ィ
ル
ム
と
し
て
残
る
『
天
元
玉
暦
祥
異
賦
』（
原
本
の
所
在
は
不
明
）
で
あ
る
。
本
報
告
で
は
当
該
資
料
に
基
づ
き
、
ベ
ト
ナ
ム
に
お
け
る
怪
異
解
釈
の
相
違
な
ど
の
特
徴
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
